
令和元年度 山形県道路メンテナンス会議

日時：令和元年８月 ７日（水）

13:30～15:30

場所：山形県村山総合支庁 ２Ｆ講堂

次 第

１．開 会

２．挨 拶

３．道路メンテナンスに関する最近の話題

４．議 事

（１）これまでの活動経緯

（２）１巡目（平成26～30年度）点検結果

（３）２巡目（令和元～ 5年度）点検計画

（４）令和元年度活動計画（案）

（休憩）

５．意見交換（非公開）

６．閉 会



令和元年度
山形県道路メンテナンス会議
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令和元年８月７日
国道112号 田代橋
平成30年11月撮影

１．これまでの活動経緯 【資料１】

２．１巡目（平成26～30年度）点検結果 【資料２】

３．２巡目（令和元～ 5年度）点検計画 【資料３】

４．令和元年度活動計画（案） 【資料４】
（１）活動方針
（２）年間スケジュール
（３）技術力向上
（４）技術支援
（５）広報活動
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議 事
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資料１－１１．これまでの活動経緯

【会議設立趣意】

インフラの老朽化対策が社会的な課題
地方自治体においても、道路インフラを適正に維持管理していくことが重要
特に市町村では、道路構造物の維持管理についての技術ノウハウや土木技術系職員
が不足しているなどの課題
今後は、点検や計画策定の定期的な実施に加え、それに基づく修繕の実施も大きな
課題
国において策定された「インフラ長寿命化基本計画」に基づき、各インフラの管理
者は、「インフラ長寿命化計画」及び「個別施設毎の長寿命化計画を策定する必要
あり
これらを踏まえ、橋梁・トンネル等の定期的な点検がスタートしようとするこの機
に、道路管理者が連携しながら、技術力の向上、インフラの長寿命化の推進、さら
には道路インフラの維持管理についての情報共有や課題解決への連携を深め、道路
の管理を効果的に行っていくことが急務
これらの取り組みに当たっては、個々の道路管理者で対応するよりも県内道路管理
者が一体となって対応することが効果的であり、そのための新たな組織が必要

１．メンテナンス会議の目的
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資料１－１１．これまでの活動経緯

１．メンテナンス会議の目的

【規 約】

（事業）第3条 会議は第2条の目的を推進するため、次の事業を実施する。

（1）道路メンテナンスに関する情報共有に関する事業
（技術基準説明会や現地研修会の実施、損傷事例や対応事例、点検や措置状況等）

（2）関係者の意見調整に関する事業
（点検、補修等に重点的に取り組むべき路線に関する意見調整、対外協議に関する
調整等）

（3）国民・道路利用者等を対象とした広報に関する事業
（点検結果や構造物の健全度に関する情報発信、老朽化対策に関する関心と理解の
醸成等）

（4）前各号に挙げるものの他、会議の設立の目的に沿った活動の企画及び実施に関す
る事業



年度 月 会議開催 研修・講習会 広報活動

2014
（H26）

4～6 5/30 第1回道路メンテナンス会議（設立） 6月 パネル展示（鶴岡市市役所）

7～9
8/6 橋梁長寿命化総合研修（点検編）新庄会場

8/7 橋梁長寿命化総合研修（点検編）天童会場
7月～8月 パネル展示（各道の駅・各自治体）

10～12 10/10 第2回道路メンテナンス会議
11/6 橋梁長寿命化研修（概説編・設計編）

12/17 トンネル長寿命化対策研修

10/7 橋梁点検体験実習（高校生）

10/25 橋の老朽化対策現場特別見学会（一般者）

1～3
1/14 第3回道路メンテナンス会議

3/11 こ道橋連絡会議（設立）

2015
（H27）

4～6 5/29 第1回メンテナンス会議 6/25 橋梁長寿命化総合研修（点検編）酒田会場

7～9 8/26 第2回道路メンテナンス会議

7/2 橋梁長寿命化総合研修（点検編）長井会場

7/17 現地研修（Co橋補修事例）

9/9 トンネル長寿命化対策研修

10～12 11/10～11 橋梁技術研修（鋼橋・PC橋） 12月 パネル展示（各道の駅・県庁）

1～3 1/13 第3回道路メンテナンス会議 1月～2月 パネル展示（各道の駅・県庁）
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資料１－２

山形県道路メンテナンス会議の活動記録

１．これまでの活動経緯

2016
（H28）

4～6 6/29 第1回道路メンテナンス会議

4月～6月 パネル展示・点検体験（各道の駅・各自治体）

6/8 天童市イベント パネル展示・点検体験（高校生）

6/11 河北町イベント 橋梁打音検査体験（小学生）

6/17 橋梁点検体験学習（高校生）

7～9 8/3 こ道橋連絡会議
9/27 橋梁長寿命化総合研修（点検編）山形会場

9/28 橋梁長寿命化総合研修（点検編）寒河江会場
8月 パネル展示（県庁）

10～12
10/26 現地研修（PC橋補修事例）

11/11 現地研修（鋼橋補修事例）

11/29 長寿命化対策研修（道路附属物・溝橋編）

10月 パネル展示（各自治体）

10/19 補修工事現場見学（一般者）

11/22 トンネル内装版更新工事見学会（報道関係者）

12/1 老朽化対策取材（TV放映）

1～3
3/6 第2回道路メンテナンス会議

3/6 道路鉄道連絡会議（設立）
2/14 メンテナンスサイクル新聞広告掲載

年度 月 会議開催 研修・講習会 広報活動

2017
（H29）

4～6

4月～6月 パネル展示・点検体験（各道の駅・各自治体）

5/18 職業体験学習 座学・点検体験（高校生）

6/7 天童市イベント パネル展示・点検体験（高校生）

6/24 河北町イベント 橋梁打音検査体験（小学生）

7～9
8/2 第1回道路メンテナンス会議

8/2 こ道橋連絡会議

7/28 現地研修（横断歩道橋補修事例）

9/6 道路メンテナンス研修（点検編）酒田会場

9/7 道路メンテナンス研修（点検編）高畠会場

9/27 既設橋の耐震補強現場視察・座学

7/7 職業体験学習 座学・点検体験（高校生）

8月 パネル展示（県庁）

10～12 12/20 第2回道路メンテナンス会議
10/5 現地研修（橋梁床版補修事例）

10/31 道路メンテナンス研修（舗装点検・小規模附属物編）
10月 パネル展示・点検体験（各道の駅・各自治体）

1～3
2/19 第3回道路メンテナンス会議

2/19 道路鉄道連絡会議

2018
（H30）

4～6 5/31 事務局会議

4月～6月 パネル展示・点検体験（各道の駅・各自治体）

6/6 天童市イベント パネル展示・点検体験（高校生）

6/23 河北町イベント 橋梁打音検査体験（小学生）

7～9 9/4 第1回道路メンテナンス会議

9/10 道路メンテナンス研修（点検編）天童会場

9/12 道路メンテナンス研修（点検編）新庄会場

9/19  現地研修（橋梁補修例（塗装））

9/26 既設橋の耐震補強現場視察・座学

7/6 職業体験学習 座学・点検体験（高校生）

8月 パネル展示（県庁）

10～12
10/3 現地研修（橋梁床版橋梁補修例）

10/18 山形県橋梁技術研修・・・県主催

11/7 道路メンテナンス研修（舗装点検・土工構造物点検編）

10月 パネル展示・点検体験（各道の駅・各自治体）

1～3 2/25 山形鉄道連絡会議
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資料１－２１．これまでの活動経緯

山形県道路メンテナンス会議の活動記録



※R1.7.25時点集計値
※数値は速報値のため変動することがあります
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資料２－１２．１巡目（平成２６～３０年度）点検結果

・東北（参考）

・山形県

管理者
点検実施

総数
H26

点検実施数
H27

点検実施数
H28

点検実施数
H29

点検実施数
H30

点検実施数

国土交通省 886 137 98 288 196 167

高速道路会社 319 19 38 86 70 106

都道府県・政令市 2,420 245 332 659 533 651

市町村 5,759 744 1,317 1,600 1,563 535

合 計 9,384 1,145 1,785 2,633 2,362 1,459

（１）橋梁の点検実施状況
○橋梁において、山形県全道路管理者では、5年間で約9,400橋の点検を実施
○そのうち、平成30年度は約1,500橋の点検を実施

管理者
点検実施

総数
H26

点検実施数
H27

点検実施数
H28

点検実施数
H29

点検実施数
H30

点検実施数

国土交通省 4,243 671 632 1,284 938 718

高速道路会社 2,869 297 320 707 748 797

都道府県・政令市 16,853 2,438 3,200 4,366 3,738 3,111

市町村 49,268 4,421 10,423 14,989 14,239 5,196

合 計 73,233 7,827 14,575 21,346 19,663 9,822

・山形県
（高速道路会社）
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資料２－１２．１巡目（平成２６～３０年度）点検結果

※R1.7.25時点集計値
※数値は速報値のため変動することがあります

（国土交通省）

・東北（参考）

管理者 点検実施数 判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

国土交通省 886 385 399 101 1

高速道路会社 319 33 278 8 0

都道府県・政令市 2,420 1,580 658 181 1

市町村 5,759 2,939 2,241 566 13

合 計 9,384 4,937 3,576 856 15

（都道府県・政令市） （市町村）

（２）橋梁の判定区分

■ 判定区分Ⅰ

■ 判定区分Ⅱ

■ 判定区分Ⅲ

■ 判定区分Ⅳ

38
5, 
44
%39

9, 
45
%

101, 
11%

1, 
0%

33, 
10%

278, 
87%

8, 
3%

0, 
0%

4937, 
53%

357
6, 

38%

856, 
9%

15, 
0%

■ 判定区分Ⅰ

■ 判定区分Ⅱ

■ 判定区分Ⅲ

■ 判定区分Ⅳ

1580, 
65%

658, 
27%

181, 
8%

1, 
0%

2939, 
51%2241, 

39%

566, 
10%

13, 
0%

山形県
9,384橋

886橋 5,759橋2,420橋319橋

○橋梁では、山形県全道路管理者における
判定区分の割合は、Ⅰ 53%、Ⅱ 38%、Ⅲ 9%、Ⅳ 0.1%

H26-30点検結果

H26-H30点検結果（全道路管理者）

管理者 点検実施数 判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

国土交通省 4,243 1,664 2,071 507 1

高速道路会社 2,869 155 2,336 378 0

都道府県・政令市 16,853 4,668 10,008 2,174 3

市町村 49,268 17,118 27,339 4,761 50

合 計 73,233 23,605 41,754 7,820 54

23605, 
32%

41754, 
57%

7820, 
11%

54, 
0%

東北
73,233橋
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資料２－２２．１巡目（平成２６～３０年度）点検結果

（３）トンネルの点検実施状況

※R1.7.25時点集計値
※数値は速報値のため変動することがあります

・東北（参考）

・山形県

管理者
点検実施

総数
H26

点検実施数
H27

点検実施数
H28

点検実施数
H29

点検実施数
H30

点検実施数

国土交通省 46 11 8 19 4 4

高速道路会社 33 8 9 5 4 7

都道府県・政令市 57 0 0 14 27 16

市町村 17 3 0 2 2 10

合 計 153 22 17 40 37 37

○トンネルにおいて、山形県全道路管理者では、5年間で約150箇所の点検を実施
○そのうち、平成30年度は約40箇所の点検を実施

管理者
点検実施

総数
H26

点検実施数
H27

点検実施数
H28

点検実施数
H29

点検実施数
H30

点検実施数

国土交通省 246 46 27 59 64 50

高速道路会社 118 24 26 32 17 19

都道府県・政令市 567 70 91 122 168 116

市町村 154 33 16 20 36 49

合 計 1,085 173 160 233 285 234
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資料２－２２．１巡目（平成２６～３０年度）点検結果

（４）トンネルの判定区分

・山形県
（高速道路会社）

※R1.7.25時点集計値
※数値は速報値のため変動することがあります

（国土交通省）

・東北（参考）

管理者 点検実施数 判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

国土交通省 46 1 25 20 0

高速道路会社 33 0 24 9 0

都道府県・政令市 57 4 31 22 0

市町村 17 0 10 6 1

合 計 153 5 90 57 1

（都道府県・政令市） （市町村）

■ 判定区分Ⅰ

■ 判定区分Ⅱ

■ 判定区分Ⅲ

■ 判定区分Ⅳ

1, 
2%

25, 
54%

20, 
44
%

0, 
0%

0, 
0%

24, 
73
%

9, 
27%

0, 
0%

5, 
3%

90, 
59%

57, 
37%

1, 
1%

■ 判定区分Ⅰ

■ 判定区分Ⅱ

■ 判定区分Ⅲ

■ 判定区分Ⅳ

4, 
7%

31, 
54
%

22, 
39
%

0, 
0%

0, 
0%

10, 
59
%

6, 
35%

1, 
6%

山形県
153箇所

46箇所 17箇所57箇所33箇所

○トンネルでは、山形県全道路管理者における
判定区分の割合は、Ⅰ 3%、Ⅱ 59%、Ⅲ 37%、Ⅳ 1%

H26-H30点検結果（全道路管理者）

H26-30点検結果

管理者 点検実施数 判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

国土交通省 246 18 147 81 0

高速道路会社 118 0 85 33 0

都道府県・政令市 567 20 310 237 0

市町村 154 6 83 61 4

合 計 1,085 44 625 412 4

44, 
4%

625, 
58%

412, 
38%

4, 
0%

東北
1,085箇所



（５）道路付属物等（シェッド、大型カルバート、横断歩道橋、門型標識等）の点検実施状況
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資料２－３２．１巡目（平成２６～３０年度）点検結果

※R1.7.25時点集計値
※数値は速報値のため変動することがあります

・東北（参考）

・山形県

管理者
点検実施

総数
H26

点検実施数
H27

点検実施数
H28

点検実施数
H29

点検実施数
H30

点検実施数

国土交通省 199 6 12 51 101 29

高速道路会社 154 34 56 20 16 28

都道府県・政令市 132 0 0 54 46 32

市町村 22 2 6 1 5 8

合 計 507 42 74 126 168 97

○道路附属物等において、山形県全道路管理者では、5年間で約500施設の点検を実施
○そのうち、平成30年度は約100施設の点検を実施

管理者
点検実施

総数
H26

点検実施数
H27

点検実施数
H28

点検実施数
H29

点検実施数
H30

点検実施数

国土交通省 1,103 17 60 471 299 256

高速道路会社 865 159 349 119 108 130

都道府県・政令市 1,039 133 230 231 239 206

市町村 231 54 53 42 32 50

合 計 3,238 363 692 863 678 642
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資料２－３２．１巡目（平成２６～３０年度）点検結果

（６）道路付属物等（シェッド、大型カルバート、横断歩道橋、門型標識等）の判定区分

・山形県
（高速道路会社）

※R1.7.25時点集計値
※数値は速報値のため変動することがあります

（国土交通省）

H26-H30点検結果（全道路管理者）

・東北（参考）

管理者 点検実施数 判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

国土交通省 199 40 122 37 0

高速道路会社 154 40 114 0 0

都道府県・政令市 132 17 92 23 0

市町村 22 5 12 5 0

合 計 507 102 340 65 0

（都道府県・政令市） （市町村）

■ 判定区分Ⅰ

■ 判定区分Ⅱ

■ 判定区分Ⅲ

■ 判定区分Ⅳ

40, 
20%

122, 
61%

37, 
19%

0, 
0% 40, 

26%

114, 
74%

0, 
0%

0, 
0%

102, 
20%

340, 
67%

65, 
13%

0, 
0%

■ 判定区分Ⅰ

■ 判定区分Ⅱ

■ 判定区分Ⅲ

■ 判定区分Ⅳ

17, 
13%

92, 
70
%

23, 
17%

0, 
0% 5, 

23%

12, 
54
%

5, 
23
%

0, 
0%

山形県
507施設

199施設 22施設132施設154施設

○道路附属物等では、山形県
全道路管理者における判定区
分の割合は、
Ⅰ 20%、Ⅱ 67%、Ⅲ 13%、Ⅳ 0%

H26-30点検結果

管理者 点検実施数 判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

国土交通省 1,103 350 617 136 0

高速道路会社 865 201 607 57 0

都道府県・政令市 1,039 153 512 373 1

市町村 231 39 136 56 0

合 計 3,238 743 1,872 622 1

743, 
23%

187
2, 

58%

622, 
19%

1, 
0%

東北
3,238施設
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資料２－４２．１巡目（平成２６～３０年度）点検結果

判定区分Ⅲ、Ⅳの修繕着手状況（Ｈ２６～Ｈ２９）

国土交通省 高速道路会社 都道府県・政令市 市町村 計

修繕が
必要な
施設数

修繕に
着手済み
の施設数

修繕が
必要な
施設数

修繕に
着手済み
の施設数

修繕が
必要な
施設数

修繕に
着手済み
の施設数

修繕が
必要な
施設数

修繕に
着手済み
の施設数

修繕が
必要な
施設数

修繕に
着手済み
の施設数

修繕
着手率

橋梁 79
(99%)
78

4
(0%)
0

147
(73%)
107

529
(44%)
232

759 417 55%

トンネル 18
(100%)

18
4

(50%)
2

20
(35%)

7
2

(0%)
0

44 27 61%

道路附属物等 30
(83%)
25

0
(ー)
0

14
(14%)

2
2

(50%)
1

46 28 61%

※平成26～29年度に判定区分Ⅲ、Ⅳと診断された施設のうち、修繕（設計を含む）に着手した割合（H31.3末時点）

※通常、定期点検後に補修・措置が必要と判断された構造物については、各道路管理者が劣化の進行状況や補修
規模等に応じて優先度や補修計画を立案し、翌年度以降に予算要求や設計、設計施行協議、工事などのステップを
要するため、現時点では着手済みの数値として表れていないところがあります。

※R1.7.25時点集計値（数値は速報値のため変動することがあります）

（７）修繕・措置の状況
○修繕着手率は、構造物別では橋梁55％、トンネル61％、道路附属物等（シェッド、大型カルバート、横断歩道橋、門型標識等）61％
○橋梁では、昨年のH26～28の修繕着手率49％に対し、H26～29の修繕着率は55％と改善傾向

14



道路橋・道路トンネル・道路附属物等（シェッド、大型カルバート、横断歩道橋、門型標識等）の法定点検２巡目の計画

15

資料３３．２巡目（令和元～５年度）点検計画

管理者名 点検実施総数 R１点検実施数 R２点検予定数 R３点検予定数 R４点検予定数 R５点検予定数

国土交通省 901 169 192 206 174 160

高速道路会社 319 63 64 73 34 85

都道府県・政令市 2,418 357 475 535 520 531

市町村 5,720 1,224 1,778 1,313 988 417

合計 9,358 1,813 2,509 2,127 1,716 1,193

管理者名 点検実施総数 R１点検実施数 R２点検予定数 R３点検予定数 R４点検予定数 R５点検予定数

国土交通省 199 3 19 49 99 29

高速道路会社 153 60 29 20 16 28

都道府県・政令市 125 3 0 55 47 20

市町村 21 5 3 4 4 5

合計 498 71 51 128 166 82

管理者名 点検実施総数 R１点検実施数 R２点検予定数 R３点検予定数 R４点検予定数 R５点検予定数

国土交通省 43 12 8 18 1 4

高速道路会社 33 8 9 5 4 7

都道府県・政令市 56 0 0 14 26 16

市町村 17 2 0 5 2 8

合計 149 22 17 42 33 35

（１）道路橋の点検計画

（２）道路トンネルの点検計画

（３）道路附属物等の点検計画

※R1.7.25時点集計値
※数値は速報値のため変動することがあります

道路橋の点検計画数の推移

16

資料３３．２巡目（令和元～５年度）点検計画

※R1.7.25時点集計値
※数値は速報値のため変動することがあります

169 192 206 174 160
63 64 73 34 85

357
475 535

520 531

1,224

1,778
1,313

988

417

H26 1,145

H27 1,785

H28 2,633

H29 2,362

H30 1,459

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

山形県 橋梁

国 高速道路会社 都道府県・政令市 市町村 Ｈ26-30点検数
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資料４－１

（１）活動方針

４．令和元年度活動計画（案）

①市町村の技術支援に重点
地方自治体への支援（東北地方整備局主催：各種研修等）
点検支援技術活用講習会（橋梁点検編、溝橋点検編及び新技術編）
市町村職員等現地研修
「県内道路メンテナンス支援団」
⇒直接現地や役場に出向いて、市町村への技術支援を実施

②広報の拡充（情報発信）
イベントや公共の場を活用し広報を展開（老朽化の現状や対策による効果の発信）
県版の道路メンテナンス年報を公表

③効率的に会議を開催
目的・内容に合わせて出席対象者を区別
⇒全体会議（８月）…管理職級 担当者会議・連絡会議・研修…担当者級

県内全域からの集合に配慮
⇒担当者会議同日にこ道橋連絡会議、道路鉄道連絡会議を開催

18

資料４－２

（２）年間スケジュール（山形県）

４．令和元年度活動計画（案）

年度 月 会議開催 研修・講習会 技術支援 広報活動

2019
（R元）

4 4/23 道路メンテナンス会議 随時 4/28 寒河江市イベント パネル展示・体験乗車（一般者）

5 5/15 山形県事務局会議 5/14 現地研修（RC床版取替）_上山市管理橋
5/5 道の駅いいで パネル展示・体験乗車（一般者）
5/6 山形市イベント パネル展示・体験乗車（一般者）

6 6/12 道路メンテナンス会議事務局会議
6/5 天童市イベント パネル展示・打音検査・体験乗車（高校生）
6/22 河北町イベント 橋梁点検・打音検査・体験乗車（小学生）

7 7/1 現地研修（橋梁補修（塗装塗替）_山形県管理橋

8 8/7 道路メンテナンス会議（第１回） パネル展示 （県庁）

9 道路メンテナンス研修（橋梁点検編） 村山・庄内会場
現地研修

10 橋梁技術研修（主催者：山形県）
道路メンテナンス研修（新技術・溝橋点検編）

尾花沢市・新庄市 パネル展示・体験乗車（一般者）

11 道路メンテナンス会議（第２回）
こ道橋連絡会議

12

1

2 道路メンテナンス会議（第３回）
道路鉄道連絡会議

3
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資料４－２４．令和元年度活動計画（案）

（２）道路メンテナンス会議

第１回：本日
１巡目点検結果、２巡目点検計画
年間活動方針の決定
講習会等の年間スケジュール
広報スケジュール
こ道橋会議、鉄道会議に向けた作業確認

第２回：令和元年11月
今年度の点検実施状況
次年度の計画
その他伝達事項

第３回：令和２年１月
既存の財政支援制度の改善点、新たな制度案
その他伝達事項

20

資料４－２

（２）こ道橋連絡会議、道路鉄道連絡会議の日程・議題

こ道橋連絡会議
開催日程：11月開催予定
議題（案）：
・法定外施設の点検実施状況
・こ道橋管理者からの要望事項等
・その他伝達事項

道路鉄道連絡会議
開催日程：２月開催予定
議題（案）
・跨線橋の点検実施状況
・跨線橋の点検・修繕計画
・鉄道管理者からの要望事項等
・その他伝達事項

４．令和元年度活動計画（案）

時期 地方整備局 鉄道会社 事務局 国 地方公共団体 高速道路会社

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

道路鉄道連絡会議の開催

確認書の変更協議の回答

道路メンテナンス年報

（公表後）

点検・修繕に関する個別協定の合意

道路管理者と鉄道事業者との調整

（整備局はJR貨物）

前年度点検結果等を踏まえた

計画の見直し及びとりまとめ

点検・修繕に関する個別協定の締結

（点検・工事の開始）

＜鉄道連絡協議会年間予定＞



資料４－３４．令和元年度活動計画（案）

①道路構造物管理実務者研修
〈東北地方整備局〉

対 象：地方公共団体職員及び直轄職員

目 的：地方公共団体の職員の技術力育成のため、
点検要領に基づく点検に必要な知識・
技能等を取得するための研修。
（橋梁Ⅰ ⅰ期、ⅱ期は全国統一のカリキュラム。

同内容を２回開催予定）

【令和元年度研修（計画）】
Ｈ３０年度状況：延べ３８名の地方公共団体職員（２７県市町村※１）が受講

研修名 開催時期 募集期間 募集定員 参加状況※２

（ ）は地公体職員数

橋梁初級Ⅰ ⅰ期 7/8～7/12 締切済 ５０名 ２６名（１７名）

トンネル初級 8/20～8/23 締切済 ４０名 ２１名（ ５名）

橋梁初級Ⅰ ⅱ期 8/26～8/30 締切済 ５０名 ２０名（ ４名）

橋梁初級Ⅱ 11/11～11/15 9/19まで ５０名 ２０名（ ０名）

※１ 重複計上あり ※２ R1.7.22現在

①地方自治体への支援（東北地方整備局主催：各種研修等）

（３）技術力向上

21

資料４－３４．令和元年度活動計画（案）

（３）技術力向上

②点検支援技術活用講習会 現地研修（橋梁点検編）

・目 的：橋梁点検に必要な知識の習得及び点検技術力の向上

・対 象：国･県･市町村職員、山形県内の測量、ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ会社

・時期会場：令和元年９月 村山会場及び庄内会場の２会場で実施

・研修内容

○午前⇒座学：損傷等級の判定、健全性の診断のポイントなど

○午後⇒現地研修：近接目視のポイント、非破壊調査など

▲H30現地研修状況
短大生による近接打音確認

▲H30橋梁点検車による
主桁・床版の損傷状況確認

【令和元年度研修（計画）】

▲H30座学状況
県･市町村職員及びコンサル

～ H30実施状況 ～
9月10日村山会場、9月12日新庄会場の2会場で195名（学生含む）参加実施

22



・目 的：橋梁点検に必要な知識の習得及び点検技術力の向上

点検要領改定の周知促進

・対 象：国･県･市町村職員等

・時期会場：令和元年１０月 １会場で実施予定

・研修内容

○午前⇒座学：道路橋及び溝橋点検要領に関する改定等の説明

損傷等級の判定、健全性の診断のポイントなど

○午後⇒現地研修：近接目視のポイント、近接目視の代用としての援用機器、

点検調書・損傷図の記録方法など

資料４－３４．令和元年度活動計画（案）

（３）技術力向上

②点検支援技術活用講習会 現場研修（溝橋点検及び新技術編）

【令和元年度研修（計画）】

▲実施イメージ
梯子による近接目視点検

▲実施イメージ
損傷程度の計測確認

▲実施イメージ
損傷原因の推定（漏水経路の確認） 23

【現地でプレキャストRC床版据付及び研究内容説明】
・目 的：

・対 象：国・県及び市町村職員、施工業者、設計コンサル
・日 時：令和元年５月１４日（水） 9:00～16:00
・参加人数：７９名

▲プレキャストPC床版据付状況

上山市による共同研究取り組みの情報共有（現場見学会）

▲上山市職員取り組み内容説明状況 ▲実証実験内容説明状況

▲配布資料抜粋

上山市が東北大学ＩＭＣと継続的に取り組んできた赤山橋
の共同研究成果を同じ道路管理者や老朽化対策に携わる
建設会社やコンサルタントに情報共有を図る。

（３）技術力向上

４．令和元年度活動計画（案）

24

③市町村職員等現地研修

資料４－３



【橋梁鋼桁の塗装について座学及び現場研修 （施工会社協力）】
・目 的：

・対 象：地公体の若手職員
・日 時：令和元年７月１日（月） 10:30～15:00
・参加人数：４８名（国、県及び市町村職員）

山形県道路メンテナンス研修 現地研修会

～県管理・樹氷橋（架設1983年 L=190m W=8.0m）で研修～

鋼橋の塗装塗替時に発生するPCB処理の法令等基礎
事項及び現場施工方法を学ぶ。

▲6/14事前調整打合せ ▲7/1 午前座学状況

▲7/1 午後現場
（桁下）状況

１．【午前座学】 ・法令及びその処分方法や、工事概要～発注留意点。
２．【午後現場】 ・橋面上での使用機材、工法説明。

・研修生全員防護装備し桁下でブラスト処理を研修。

※県管理橋梁で事前調整をはかりつつ研修実施。

▲7/1 午後現場（橋面）状況

▲ブラスト処理（模擬）

▼座学講師

（３）技術力向上

４．令和元年度活動計画（案）

③市町村職員等現地研修

25

資料４－３

【橋梁損傷と補修方法を見学・研修】
・目 的：技術力向上を目的に橋梁補修工事現場で点検・診断に

対する措置・補修方法を研修
・対 象：地公体職員及び直轄職員
・時 期：令和元年９月予定

▲H30
実橋の撤去床版・側面の損傷状況を研修

▲H30
施工中のＰＣ床版交換方法を研修

４．令和元年度活動計画（案）

【令和元年度研修（計画）】（３）技術力向上

③市町村職員等現地研修

～ H30実施状況 ～
１．9月19日 補修（鋼桁亀裂補修及び塗装）工事現場で研修 43名参加
２．10月3日 PC床版への交換工事の施工方法を研修 14名参加

▲H30
塗装塗り替え箇所の施工方法を研修

▲H30
亀裂箇所の補修方法を近接目視 26

資料４－３
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資料４－４

（４）技術支援（山形県）

４．令和元年度活動計画（案）

H30.11 秋田県湯沢市から損傷が著しいと診断された鋼アーチ橋の措置方法等について相談
→県内道路メンテナンス支援団で現地を確認し、市役所会議室で損傷原因や措置方法について助言

＜実施事例＞

道路施設の点検や保全関係の技術的課題に係る自治体からの疑問や相談に対応する
アドバイザーチームとして、『県内道路メンテナンス支援団』を設置。

直接現地や役場に出向いて、市町村への技術的助言・支援を実施。

市町村管理の道路施設（橋梁、トンネル、附属物、舗装、土工等）
県
内
道
路

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
支
援
団

支援目的・内容

定期点検促進 相
談

予防保全、修繕に係る
技術的課題の解決

県内道路メンテナンス支援団

例えば、
○補修の優先順位を付けるための知恵を

貸してほしい。
○点検要領の勉強会を役場で開催したい。
○劣化状況を見に来てアドバイスして

ほしい。 などなど気軽な相談を。

支
援

相
談

（５）広報（山形県）

パネル展示、トンネル点検車乗車体験、コンクリート打音検査を体験。
■参加イベント

１．第７回春のこども祭り

・場 所：寒河江市 最上川ふるさと総合公園

・実施日：令和元年４月２８日（日）

２．スプリングフェスティバル（はたらく車大集合）

・場 所：山形市七日町

・実施日：令和元年５月５日（日）

３．めざみ祭GW
・場 所：飯豊町 道の駅いいで

・実施日：令和元年５月６日（月）

▲コンクリート打音検査の体験等（寒河江市）

▲トンネル点検車乗車体験の状況（山形市七日町）

▲老朽化パネル展の状況（飯豊町）

▲イベントのチラシ

地域イベントに参加し道路メンテナンスの広報を実施

■イベント時、一般者を対象に情報発信 ※１０月に新庄市、尾花沢市でも広報予定
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明日の担い手となる土木系高校生に老朽化対策について広報を実施

■事 業 名：第２７ 回 山形県高等学校サーベイコンテスト
■参 加 者：山形県土木系高等学校 ８校 ７３名
■主 催：山形県高等学校サーベイコンテスト実行委員会

（一般社団法人）山形県測量設計業協会ほか
■後 援：東北地方整備局、山形県教育委員会ほか
■月 日：令和元年６月５日（水）
■場 所：山形県総合運動公園（天童市）
■体験内容：トンネル点検車乗車体験

道路施設老朽化パネル展
コンクリート損傷供試体の打音検査体験

▲トンネル点検車乗車体験 ▲コンクリート損傷供試体の打音検査体験

▲コンテストのチラシ

▲道路施設老朽化パネル展

▼パネル説明状況

山形県高等学校サーベイコンテスト時、道路施設
の老朽化についてパネル展・体験講座を開催（５）広報（山形県）

■イベント時、高校生を対象に情報発信

29
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小学生が橋を守るために欠かせない点検作業に挑戦、安全確認の大切さと苦労を実感

■参 加 者：東根市小田島小学校
4年生20名

■主 催：山形新聞・山形放送
（８大事業 最上川200㌔を歩く）

■月日・場所：令和元年年６月２２日（土）
一般国道２８７号 谷地橋

（河北町最上川リバーパーク）

▲損傷供試体による打音確認 ▲点検車に乗車し床版の叩き点検

＝見た感じた＝
Kさん：ハンマーで橋の点検をしたのが楽しかった。
Nくん：コンクリートをたたくと削れ方で音が変わった。
Mさん：穴があいたコンクリートはたたくと音が違った。

（令和元年6月23日 山形新聞）

地元新聞社主催の企画に参画し橋梁点検
の体験講座を開催（５）広報（山形県）

■イベント時、高校生を対象に情報発信

■体験内容：
１）コン琴による打音体験
２）損傷供試体による打音確認
３）点検ハンマーで床版の叩き点検

▲全体説明
30
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（５）広報（山形県）

■目 的：道路施設老朽化の理解してもらうためパネル展を実施。
■内 容：一般者でも分かり易いイラストのパネルで老朽化を紹介。
■開催期間：令和元年8月1日～30日
■対 象：県庁来庁一般者

▲H30
山形県庁１Ｆロビー 一般者閲覧状況

▲H30
展示パネルの内容（一部抜粋）

【令和元年度広報（計画）】

■公共の場を活用し、一般者へ情報発信

～ H30実施状況 ～
山形県庁で、８月１日～８月３１日の期間紹介
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（５）広報（山形県）

交通規制箇所では何の工事で止められているのかイライラしがち
文字では理解されにくいことから点検状況の写真やイラストで紹介

■場 所 ：道路施設の点検、補修を実施中の規制現場
■内 容 ：イメージアップの一環として施工者に協力依頼

点検状況の写真掲示、施工を紹介。
■対 象 ：停車中の一般ドライバー(２～３台×規制回数）

▲H30
トンネル点検看板設置の状況

▲H30
設置看板内容

【令和元年度広報（計画）】

■公共の場を活用し、一般者へ情報発信
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